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　人口の動き

一1月i日現在一一

男5．90う←2の

女6．080←1の
計11．98う（一4＄

世帯数2．599（卜1）
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つ
い
、
せ
ん
だ
っ
て
、
上
野
に
信
号
機
が
で

き
た
と
い
う
の
で
写
真
を
と
り
に
出
か
け
た
時

は
、
路
面
に
ひ
と
か
け
ら
の
雪
も
な
く
、
小
型

の
商
用
車
一
台
が
信
号
待
ち
を
し
て
い
た
と
い

う
の
に
、
わ
ず
か
十
日
し
か
た
っ
て
い
な
い
一

月
六
日
、
場
所
こ
そ
違
っ
て
も
、
千
手
の
中
心

で
、
も
う
こ
の
風
景
。
ま
る
で
、
家
屋
や
バ
ス

を
は
さ
み
こ
ん
だ
雪
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
よ
う

だ
。
そ
の
バ
ス
も
、
七
日
以
後
に
は
町
中
で
姿

を
見
か
け
な
く
な
っ
た
。

鍛鵬　舞
韻

圃
行
　
　
　
事

　
　
一
　
月

十
三
日
　
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

十
七
日
　
田
戸
婦
人
学
級
（
〃
る
す
家

　
庭
の
過
ご
し
方
〃
を
中
心
に
学
習
す

る
予
定
）
．

十
九
日
　
　
「
家
庭
の
日
」
で
す

二
十
日
（
大
寒
）
中
仙
田
に
こ
に
こ
会

二
十
一
日
、
二
十
二
日
の
両
日
に
わ
た

　
八
十
年
来
の
暖
気
と
い
わ
れ
た
十

二
月
の
陽
気
が
、
年
末
か
ら
一
転
し

て
空
前
の
大
雪
と
な
っ
た
。
早
く
か

ら
三
十
八
年
型
の
豪
雪
に
な
る
と
い

う
長
期
予
報
は
出
て
い
た
が
、
十
二

月
の
小
春
び
よ
り
の
下
で
は
、
こ
の

予
報
が
ま
と
も
に
当
た
る
と
は
、
と

て
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
わ
ず
か
一
週
間
足
ら
ず
の
間

に
ニ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
積
雪
と
い
う

異
常
事
態
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
と
混
乱

は
大
き
か
っ
た
。

　
町
で
は
、
さ
っ
そ
く
雪
害
対
策
本

部
を
設
置
し
て
、
豪
雪
対
策
に
万
全

を
期
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
雪
上
車
が
い
よ
い
よ
真
価

を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
が
、
果
た
し
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
そ

の
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
実
は
、
未
経
験
の
雪
上
車
に
つ

い
て
管
理
体
制
の
整
備
が
必
ず
し
も

万
全
と
は
い
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
ヘ

ド
カ
雪
に
虚
を
つ
か
れ
た
形
で
、
多

少
の
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
は
や
む
を

え
な
か
っ
た
。

　
　
り
町
議
会
臨
時
会
を
ひ
ら
き
、
　
一
般

　
　
会
計
補
正
予
算
や
職
員
の
給
与
条
例

　
　
改
正
な
ど
の
案
件
を
審
議
す
る
。

　
二
十
三
日
　
橘
地
区
婦
人
会
役
員
研
修

　
　
会
（
会
場
は
橘
出
張
所
）
。

　
二
十
四
日
、
二
十
五
日
と
土
厚
委
員
会

　
二
十
七
日
　
産
経
委
員
会

　
二
十
九
日
　
総
文
委
員
会

　
（
こ
の
三
つ
の
議
会
常
任
委
員
会
は
請

　
願
審
査
を
中
心
に
ひ
ら
き
ま
す
。
）

　
　
し
か
し
、
性
能
は
き
わ
め
て
優
秀

　
で
、
今
後
そ
の
本
領
を
い
か
ん
な
く

　
発
揮
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
　
十
二
月
定
例
議
会
で
四
十
二
年
度

決
算
四
件
が
認
定
さ
れ
た
・
そ
の
翼

　
要
と
し
て
は
、
　
一
般
会
計
の
歳
入
決

　
算
は
二
億
五
千
九
百
七
十
五
万
二
千

　
円
、
歳
出
二
億
五
千
三
百
二
十
八
万

　
一
千
円
で
、
差
引
六
百
四
十
七
万
一

　
千
円
の
黒
字
で
あ
る
。
歳
出
決
算
額

　
を
性
質
別
に
見
る
と
、
ト
ッ
プ
は
人

　
件
費
で
総
額
の
三
三
％
’
、
以
下
、
普

　
通
建
設
事
業
二
七
％
’
、
物
件
費
一
五
、

　
五
，
％
、
災
害
復
旧
費
七
、
四
％
等
と

　
な
っ
て
い
る
。
三
割
自
治
と
い
う
こ

　
と
ぱ
が
あ
る
が
、
普
通
建
設
事
業
費

繊
難
鞭
認
滋

　
　
ま
た
、
経
済
成
長
と
の
関
係
で
、

　
過
去
十
一
年
間
の
国
の
経
済
成
長
率

　
が
平
均
一
四
％
で
三
、
七
倍
に
対
し

　
て
川
西
町
の
歳
出
決
算
の
増
加
率
は

　
二
、
五
倍
。
全
国
の
地
方
税
収
入
が

　
三
、
九
倍
な
の
に
対
し
川
西
の
そ
れ

　
は
わ
ず
か
に
一
、
四
倍
と
い
う
状
況

　
で
、
い
ず
れ
も
大
き
い
格
差
が
見
ら

　
れ
、
過
疎
地
帯
の
実
態
を
数
字
の
上

　
か
ら
示
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
　
（
M
）

…
）
し
～
う
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川
西
幼
稚
園
・
千
手
保
育
園

　
　
　
　
園
児
の
募
集
要
領

　
こ
と
し
も
ま
た
、
町
立
の
川
西
幼
稚
園
と
千
手
保
育
園
へ
、
そ

れ
ぞ
れ
入
園
（
保
育
園
の
場
合
、
入
所
と
も
い
い
ま
す
）
す
る
児

童
の
募
集
を
行
な
う
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
児
童
を

お
あ
ず
か
り
す
る
期
間
は
四
月
一
日
か
ら
来
年
三
月
末
日
ま
で
で

募
集
の
あ
ら
ま
し
や
手
続
き
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川
西
幼
稚
園

▽
募
集
の
対
象

　
イ
、
五
歳
児
で
あ
る
こ
と
（
昭
和
三

　
　
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
九
年

　
　
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

　
　
も
の
）
。

　
ロ
、
対
象
区
域
は
千
手
小
学
校
の
通

　
　
学
区
域
と
し
ま
す
。

▽
手
続
き

　
イ
、
決
め
ら
れ
た
入
園
願
書
に
必
要

　
　
事
項
を
記
入
し
て
川
西
町
教
育
委

　
　
員
会
に
提
出
し
ま
す
。

　
ロ
、
願
書
の
提
出
期
限
は
二
月
十
五

　
　
日
ま
で
で
す
。

　
ハ
、
願
書
は
役
場
の
窓
口
に
用
意
し

　
　
て
あ
り
ま
す
。

千
手
保
育
園

◎
募
集
人
員

　
・
三
歳
未
満
児
　
　
　
　
　
　
六
人

　
・
三
、
四
歳
児
あ
わ
せ
て
五
十
四
人

◎
募
集
の
対
象

　
　
保
護
者
の
就
労
や
病
気
等
の
理
由

　
で
保
育
に
欠
け
る
児
童
。

◎
手
続
き

　
イ
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　
　
て
、
今
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
ま

　
　
で
の
間
に
申
し
込
み
ま
す
。

　
ロ
、
申
請
書
用
紙
の
備
え
付
け
場
所

　
　
お
よ
ぴ
受
付
場
所
は
、
と
も
に
社

　
　
会
課
で
す
。

　
ハ
、
申
し
込
み
の
際
は
印
形
を
忘
れ

　
　
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
二
、
添
付
書
類

　
　
・
父
母
の
勤
務
証
明
書
（
勤
務
先

　
　
　
発
行
の
も
の
）

　
　
・
昭
和
四
十
三
年
分
給
与
所
得
の

　
　
　
源
泉
徴
収
票

　
　
・
母
の
内
職
証
明
書

　
　
・
家
族
の
病
気
が
理
由
の
場
合
に

　
　
　
は
医
師
の
診
断
書

◎
そ
の
他

　
・
申
請
書
提
出
時
に
、
係
か
ら
い
ろ

　
　
い
ろ
お
た
ず
ね
す
る
こ
と
が
あ
り

　
　
ま
す
か
ら
、
申
し
込
み
に
は
必
ず

　
　
家
族
の
か
た
が
お
い
で
く
だ
さ
い

　
・
現
に
在
園
中
で
、
継
続
し
て
入
所

　
　
を
希
望
す
る
場
合
で
も
、
忘
れ
な

　
　
い
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
母
試
験
の

　
　
　
お
知
ら
せ

　
二
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

四
日
間
、
新
潟
県
の
保
母
試
験
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
願
書
の
受
け
付
け
は
二
月

五
日
ま
で
で
す
が
、
受
験
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
細
部
に
つ
い
て
、
社
会
課

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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議
会
の
動
き
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

二
日
　
食
管
制
度
堅
持
新
潟
県
大
会
に

　
中
村
産
経
委
員
長
が
出
席
。

十
七
日
　
十
日
町
警
察
署
仁
田
駐
在
所

　
落
成
式
に
小
林
総
文
副
委
員
長
出
席

二
十
日
、
二
十
一
日
の
両
日
に
わ
た
り

　
陳
情
の
た
め
町
長
、
議
長
が
上
京
。

二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
日
、
第
七

　
回
定
例
会
を
ひ
ら
く
。

〈
審
議
内
容
V

①
。
昭
和
四
＋
二
年
度
川
西
町
一
般

　
会
計
　
・
同
国
保
（
事
業
勘
定
）
特

　
別
会
計
　
・
同
国
保
（
施
設
勘
定
）

　
特
別
会
計
　
・
同
農
業
共
済
事
業
特

　
別
会
計
、
以
上
四
件
の
各
歳
入
歳
出

　
決
算
を
そ
れ
ぞ
れ
認
定
。

　
②
川
西
町
職
員
の
職
務
に
専
念
す
る

　
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
改
正
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
。

サンタのおじさんに
　保育園のよい子は大喜び
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り
，
ー
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σ
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『
き
，
一
p
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『
『
　
　
　
・
　
　
　
・
ρ
9
リ

　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
を
迎
え
た
日
、
お
｝

り
よ
く
雪
の
降
る
の
を
見
な
が
ら
、
う
…

ち
の
オ
ヤ
ジ
は
、
う
ん
、
こ
れ
で
や
っ
…

と
サ
ン
タ
の
お
じ
さ
ん
が
ソ
リ
で
や
っ
｝

て
く
る
こ
と
が
で
き
る
ぞ
、
な
あ
、
ボ
｝

ウ
ズ
。
と
い
っ
て
は
喜
ん
で
い
た
。
　
　
㎜

　
な
の
に
、
あ
け
て
二
十
五
日
、
サ
ン
…

タ
ク
ロ
ー
ス
は
真
新
し
い
セ
ダ
ン
に
乗
㎜

っ
て
、
玄
関
か
ら
堂
々
と
や
っ
て
き
た
、

③
職
員
の
休
日
、
休
暇
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
を
原
案
ど
お
り
可
決

④
一
般
職
の
職
員
の
給
与
条
例
一
部

改
正
を
原
案
ど
お
り
可
決
。

⑤
税
条
例
の
一
部
改
正
を
原
案
ど
お

り
可
決
。

⑥
県
町
村
人
事
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
増
減
と
規
約
変

更
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
。

⑦
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
増
減
と
規

約
変
更
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
。

⑧
赤
谷
、
月
沢
線
ほ
か
五
本
の
町
道

廃
止
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
。

⑨
沖
島
開
田
に
関
す
る
助
成
請
願
、

ほ
か
十
件
の
請
願
を
そ
れ
ぞ
れ
関
係

の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
継
続
審

査
と
す
る
。

　
な
お
、
以
上
の
審
議
に
先
立
っ
て

高
橋
惣
八
郎
、
中
村
金
作
、
田
中
与

三
郎
の
三
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ

し
か
も
三
人
も
だ
。
で
も
、
保
育
園
の
㎜

な
か
ま
は
大
ぜ
い
い
る
か
ら
、
サ
ン
タ
㎜

の
わ
じ
さ
ん
も
ひ
と
り
よ
り
は
、
お
み
…

や
げ
を
も
ら
う
の
に
手
間
が
省
け
て
い
｝

い
や
。
お
や
？
、
先
生
に
お
み
や
け
は
…

な
い
の
か
な
。

（
写
真
）
　
十
二
月
二
十
五
日
、
商
工
…

会
千
手
支
部
の
か
た
が
た
の
ク
リ
ス
マ
　
㎜

ス
慰
問
を
千
手
保
育
園
で
撮
影
。
　
　
　
㎜

　
　
っ
た
ほ
か
、
両
日
と
も
上
野
の
婦
人

　
　
会
員
が
十
人
ず
つ
、
こ
の
定
例
会
を

　
　
傍
聴
し
た
。

〈
一
級
・
準
用
河
川
〉

慣
行
に
よ
る
水
利
権
の

　
　
届
け
を
忘
れ
ず
に

　
管
理
者
の
許
可
以
外
の
権
限
、
た
と

え
ば
慣
行
な
ど
に
よ
っ
て
一
級
河
川
や

準
用
河
川
の
流
水
を
占
用
し
て
い
る
人

は
、
河
川
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
河
川

管
理
者
に
必
要
事
項
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
け
出
の
行
為
は
、
咋
年
中
に

完
了
し
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で

す
が
、
ま
だ
未
届
け
の
箇
所
が
各
地
に

み
ら
れ
、
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
か

ら
、
一
件
も
ら
さ
ず
土
木
課
あ
て
、
早

め
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

《らし劇

㊥
響
論

ざ
い
ま
す
。
企
画

室
の
発
足
と
同
時

に
広
報
を
担
当
し

て
一
年
と
少
々
、

二
度
目
の
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

本
紙
の
編
集
が
、
教
育
委
員
会
か

ら
移
行
し
て
き
た
と
い
う
意
味
を

よ
く
か
み
し
め
て
、
仕
事
を
し
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
広
報
を

み
な
さ
ん
の
生
活
に
よ
り
密
着
さ

せ
る
た
め
、
紙
面
づ
く
り
の
う
え

で
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
指
導
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑧
経
論
継
物
薮
購

風
の
吹
き
出
し
は
強
く
な
り
、
こ

と
し
も
、
ま
る
で
当
然
と
い
わ
ん

ぱ
か
り
に
吹
雪
、
大
雪
の
日
が
相

次
い
で
、
無
雪
道
路
の
一
種
線
、

二
種
線
計
画
は
、
た
ち
ま
ち
消
し

飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
季

節
風
を
も
た
ら
す
大
陸
の
高
気
圧

の
勢
力
は
、
普
通
七
日
前
後
の
周

期
で
盛
衰
を
く
り
返
す
そ
う
で
す

大
雪
や
な
だ
れ
に
よ
る
災
害
の
防

止
を
念
頭
に
お
い
て
、
き
ぴ
し
い

冬
を
、
息
災
で
切
り
抜
け
る
こ
と

を
祈
る
は
か
り
で
す
。

㊨
難
鋤
論
儒
糠
総
験

た
い
空
気
に
ふ
れ
る
こ
と
は
禁
物

で
、
夜
中
に
、
更
所
に
起
き
る
と

き
は
、
必
ず
、
に
ん
て
ん
な
ど
を

着
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
暮

ら
し
に
は
、
細
心
と
暖
か
い
思
い

や
り
が
必
要
で
す
。
　
（
Z
）
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世
帯
平
均
（
年
額
）
一
万
一

芋
円
に

月
分
か
ら
国
保
の
保
険
料
を
値
上
げ

　
国
保
事
業
の
運
営
、
な
か
で
も
保
険
料
の
納

入
に
あ
た
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
は
い

つ
も
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
保
険

料
の
算
定
で
、
ひ
と
つ
の
基
準
と
な
っ
て
い
る

過
去
の
医
療
費
給
付
状
況
の
推
移
と
、
本
年
度

医
療
費
の
伸
び

　
　
県
平
均
を
上
回
る

　
国
保
給
付
費
（
医
療
費
）
の
増
加
し

て
い
る
の
は
全
国
的
な
傾
向
の
よ
う
で

す
が
、
川
西
町
の
場
合
、
今
年
度
上
半

期
の
運
営
状
況
で
は
、
咋
年
同
期
と
比

較
し
て
医
療
費
の
伸
ぴ
が
二
七
・
六
％
‘

に
も
の
ぼ
り
、
県
平
均
の
一
九
％
増
と

国保給付の費用額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42）
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の
傾
向
に
著
し
い
差
違
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
町
と
し
て
は
こ
こ
に
き
て
算
定
の
し
な

お
し
、
値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
（
、
一
ま
し
を
お
伝

え
し
て
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

比
べ
る
ま
で
も
な
く
、
当
初
の
見
込
み

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
そ
の
う
え
、
左
の
図
を
ご
ら
ん
に
な

る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
保
険
料
の
本
算

定
に
あ
た
っ
て
は
、
例
年
の
状
況
（
曲

線
）
も
参
考
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
こ
で
も
、
本
年
に
限
っ
て
本
算
定
（

九
月
）
後
、
ま
だ
十
月
の
状
況
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
四
十
一
年
、
四
十
二

国41年一1146　45年（4－1・月）一1，289
　40年　　’　　　　42年

　42年
　　　＝1，178
　41年

100

238　　9　／0　／／　／2　／

6745
年
と
は
違
っ
た
カ
ー
ブ
を
み
せ
は
じ
め

て
お
り
ま
す
。

　
ま
っ
た
く
予
知
で
き
な
い
の
が
医
療

費
と
は
い
い
な
が
ら
、
こ
の
ま
ま
現
行

の
保
険
料
（
世
帯
平
均
一
万
一
千
三
百

円
で
す
）
で
ゆ
く
と
、
給
付
費
に
不
足

を
生
ず
る
こ
と
は
明
（
．
・
か
で
す
。

900
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400

500

200

翫

　
こ
の
た
め
、
ま
こ
と
に
恐
縮
で
す
が

料
率
を
変
更
し
て
一
月
分
か
ら
増
徴
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
料
率

　
　
　
　
　
　
（
）
内
は
変
更
前

・
所
得
割
　
　
所
得
割
基
準
額
の
百
分

　
　
の
二
、
一
九
（
百
分
の
一
、
九
五
）

・
資
産
割
　
　
固
定
資
産
税
額
の
百
分

　
　
の
十
六
（
百
分
の
十
五
）

・
被
保
険
者
均
等
割
　
　
一
人
に
つ
き

　
　
千
七
十
九
円
（
九
百
四
十
五
円
）

・
世
帯
平
均
割
　
　
千
九
百
二
十
八
円

　
　
（
千
六
百
九
十
五
円
）

　
新
し
い
料
率
で
計
算
し
た
保
険
料
の

世
帯
平
均
は
一
万
二
千
円
で
す
が
、
こ

れ
は
ま
だ
四
十
二
年
度
の
県
平
均
一
万

二
千
九
百
六
十
円
に
及
ぴ
ま
せ
ん
。

　
国
保
は
、
不
幸
の
時
に
お
た
が
い
が

助
け
あ
う
制
度
で
あ
る
こ
と
は
申
し
あ
．

け
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
こ

の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て
、
こ
れ

ま
で
同
様
の
保
険
料
収
納
成
績
を
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
、
い
っ
そ
う
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

成
人
式
は

八
月
十
五
日
と
決
定

　
一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
、
川
西
町

で
は
合
併
当
初
の
第
一
年
度
だ
け
、
こ

の
日
に
成
人
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
以
後
は
、
出
か
せ
ぎ

の
影
響
で
参
列
者
が
少
な
い
こ
と
、
積

雪
の
た
め
遠
方
か
ら
の
参
加
が
困
難
で

あ
る
こ
と
、
以
上
の
二
点
を
考
慮
し
て

五
月
三
日
に
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
は
じ
め
の
こ
ろ
こ
そ
こ

れ
と
い
っ
た
悩
み
も
き
か
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ご
承
知
の
、
服
装
が
年
々
は

な
や
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
参
加
す
る

娘
さ
ん
や
、
あ
る
い
は
家
族
に
し
て
も

か
な
り
複
雑
な
表
情
で
、
五
月
の
式
を

待
つ
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
昨
年
七
月
、
町
の
婦
人
会

総
会
の
席
上
で
、
成
人
者
の
衣
服
に
金

の
か
か
る
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
町
に

対
し
、
実
施
時
期
の
変
更
を
願
う
大
会

決
議
が
な
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

て
い
た
根
津
町
長
も
善
処
す
る
こ
と
を

お
約
束
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
十
二
月
に
な
っ
て
、
具
体

的
に
意
向
を
と
り
ま
と
め
た
婦
人
会
側

が
、
あ
ら
た
め
て
陳
情
の
た
め
来
庁
し

た
の
を
機
会
に
、
関
係
者
で
協
議
し
た

結
果
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

に
八
月
実
施
、
そ
れ
も
十
五
日
に
行
な

う
こ
と
が
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　
広
報
ス
ケ
ッ
チ
も
、
年
の
は
じ

め
は
工
ト
に
ち
な
ん
だ
話
題
を
、

と
い
う
こ
と
で
、
養
鶏
家
の
訪
問

を
思
い
た
っ
た
し
だ
い
。

　
川
西
町
で
、
代
表
的
な
養
鶏
家

は
ど
な
た
だ
ろ
う
か
。
産
業
課
で

た
ず
ね
て
み
る
と
、
即
座
に
、
新

町
の
内
山
恵
雄
さ
ん
、
野
口

の
滋
野
永
勝
さ
ん
、
こ
の
お

ふ
た
り
の
名
が
あ
が
っ
た
が

規
模
で
内
山
さ
ん
、
種
鶏
と

い
う
立
場
で
は
滋
野
さ
ん
の

所
が
お
も
し
ろ
い
と
い
う
。

　
結
局
、

ら
宮
さ
ん
が
同
行
し
て
く
れ
た
。

　
滋
野
永
勝
さ
ん
と
い
う
と
、
昭

和
四
十
二
年
度
の
米
多
収
穫
競
作

会
で
、
町
一
位
に
な
っ
た
ほ
ど
の

篤
農
家
。
四
十
三
年
度
は
、
加
工

ト
マ
ト
の
反
当
収
穫
量
で
橘
地
区

の
第
一
位
を
占
め
て
い
る
が
、
い

種
鶏
に
取
り
組
む

滋
野
永
勝
さ
ん

　
　
　
　
野
口
の
方
へ
お
じ
ゃ
ま

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
種
鶏
に
対

す
る
、
わ
た
し
の
珍
し
い
と
い
う

気
持
が
そ
う
さ
せ
た
程
度
の
理
由

で
し
か
な
く
、
専
門
の
農
林
係
か

広報7忽

手
．
． ず

れ
の
多
収
穫
に
も
に
わ
と
り
が

一
役
か
っ
て
い
る
。

　
　
わ
ず
も
が
な
、
窒
素
と
り
ん

酸
を
多
く
含
ん
で
い
る
鶏
ふ
ん
の

効
果
を
見
の
が
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
杉
林

　
　
　
生
の
ま
ま
の
鶏
ふ
ん
を
施

し
て
い
る
と
い
う
。

　
養
鶏
は
、
昭
和
二
十
五
年
こ
ろ

す
で
に
な
く
な
っ
た
長
男
の
良
平

さ
ん
が
始
め
た
も
の
だ
そ
う
で
、

野
口
で
種
鶏
が
盛
ん
だ
っ
た
三
十

五
、
三
十
六
年
に
は
、
連
続
し
て

業
者
主
催
の
ふ
化
受
精
率
コ
ン
ク

〆
ー
ル
で
団
体
優
勝
の
記
録
を

　
一
も
っ
て
い
る
。

」
　
　
　
現
在
、
約
三
百
羽
い
る
種

　
　
鶏
の
え
さ
は
農
協
か
ら
入
れ

　
　
る
が
、
こ
の
飼
料
が
な
か
な

か優

秀
で
産
卵
に
は
き
わ
め
て
効

果
的
。
一
日
の
消
費
量
は
二
袋
半

え
さ
の
配
合
で
苦
心
し
た
の
も
む

か
し
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

　
だ
が
、
普
及
の
余
地
が
あ
る
種

鶏
に
も
、
冬
の
出
荷
で
悩
み
が
絶

え
な
い
の
は
宿
命
か
。
（
Z
）



（4）（辮憲憂器島）第12場しにわカ、報広昭和44年1月10日

民
生
委
員
を
改
選

む
こ
う
三
か
年
の
任
期

　
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
一
日
付
で
全

国
い
っ
せ
い
に
民
生
委
員
の
改
選
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
川
西
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
二
人

の
定
員
増
が
あ
っ
て
、
あ
ち
、
一
た
に
二
十

五
人
の
か
た
が
た
が
、
こ
ん
ご
三
年
間

社
会
福
祉
関
係
で
み
な
さ
ん
の
相
談
相

手
と
し
て
ご
活
躍
く
だ
さ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
か
た
が
た
は
児
童

委
員
を
兼
任
い
た
し
ま
す
。

　
新
し
い
民
生
委
員
の
氏
名
は
次
の
と

お
り
で
す
が
、
カ
ッ
コ
内
は
再
任
、
新

任
の
別
、
そ
の
下
の
部
落
（
町
内
〉
名

は
担
当
区
域
で
す
。

須
藤
寛
蔵
（
再
）
下
原
、
根
深
、
原
田

滋
野
薫
良
（
〃
）
野
口
、
四
十
歩

田
中
利
八
（
〃
）
仁
田
、
塩
辛

田
口
忠
三
（
〃
）
木
落
、
寺
ケ
崎

南
雲
源
次
（
〃
）
中
仙
田

高
野
寅
五
郎
（
〃
）
室
島

斉
木
利
栄
（
新
）
小
脇

高
橋
茂
夫
（
再
）
高
倉
、
霧
谷

茂
野
寅
一
（
〃
）
藤
沢

高
橋
三
代
治
（
〃
）
田
戸
、
越
ケ
沢

小
川
角
治
（
〃
）
赤
谷

小
川
富
治
（
〃
）
岩
瀬
、
大
倉

岡
島
盛
治
（
〃
）
大
白
倉

田
中
林
平
（
〃
）
小
白
倉

富
井
源
蔵
（
〃
）
上
野
、
下
平
新
田

渡
貫
栄
一
（
〃
）
新
町
新
田

押
木
喜
策
（
〃
）
元
町
、
星
名
新
田

高
橋
久
蔵
（
〃
）
三
領
、
小
根
岸

渡
辺
理
平
（
〃
）
中
島
町
、
下
平
、
山

　
　
野
田
、
発
電
所
通
り
、
四
郎
兼

大
渓
晶
子
（
新
）
東
善
寺
、
上
町
、
神

　
　
社
町

小
海
大
成
（
再
）
田
中
町
、
寺
尾
、
中

　
　
央
町
、
中
屋
敷

南
雲
　
良
（
新
）
木
島
、
学
校
町

数
藤
奥
治
郎
（
再
）
沖
立

村
山
義
雄
（
〃
）
伊
友
、
高
原
田

中
村
由
蔵
（
〃
）
坪
山
、
平
見
、
霜
条

　
　
鶴
吉

　
今
回
の
改
選
で
目
だ
つ
の
は
、
新
任

三
人
の
う
ち
二
人
は
婦
人
委
員
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
三
期

九
年
間
、
た
だ
ひ
と
り
の
婦
人
委
員
と

し
て
功
績
の
あ
っ
た
丸
山
タ
イ
さ
ん
は

退
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
欄
を
借
り

て
、
長
年
の
ご
尽
力
に
対
し
て
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

嘱
託
員
き
ま
る

　
　
　
　
：
：
：
・
：
：
：
・
①

（
千
手
地
区
）

　
○
中
島
町
、
阿
部
　
武
　
○
山
野
田

清
水
守
平
　
○
発
電
所
通
、
田
中
軍
平

O
下
平
、
田
中
藤
吉
　
〇
四
郎
兼
、
喜

多
村
林
作
O
東
善
寺
、
柳
享
一

〇
上
町
、
大
哺
操
一
雄
○
中
央
町
、
南

雲
田
鶴
　
○
田
中
町
、
南
雲
一
男
　
○

学
校
町
、
関
口
重
雄
　
○
神
社
町
、
田

辺
徳
松
　
○
中
屋
敷
、
清
水
喜
久
市

○
寺
尾
、
清
水
順
作
　
○
木
島
、
上
村

久
平
　
○
沖
立
、
数
藤
孝
平
　
O
高
原

田
、
丸
山
愛
蔵
　
○
伊
友
、
高
橋
友
義

○
坪
山
、
高
橋
義
夫
　
○
平
見
、
市
川

基
　
○
霜
条
、
蔵
品
茂
雄
　
○
鶴
吉
、

田
村
一
策

（
橘
地
区
）

　
○
木
落
、
山
家
清
作
　
O
仁
田
、
須

藤
亮
助
　
O
根
深
、
丸
山
忠
司
　
O
塩

辛
、
藤
巻
博
○
下
原
、
須
藤
寛
蔵

（
仙
田
地
区
）
　
任
期
は
三
月
か
ら

　
O
越
ケ
沢
、
川
崎
喜
一
　
〇
赤
谷
、

高
橋
正
美
　
○
岩
瀬
、
金
子
数
栄
　
○

大
倉
、
中
条
銀
司
　
○
霧
谷
、
佐
藤
常

一
郎母

子
保
健
推

　
　
進
員
を
依
頼

　
町
で
は
、
十
二
月
か
ら
各
地
域
に
あ

わ
せ
て
二
十
五
人
の
母
子
保
健
推
進
員

を
依
頼
し
、
母
子
保
健
事
業
を
効
果
的

に
実
施
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
推
進
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
①
母

性
や
乳
幼
児
保
健
に
関
す
る
問
題
点
の

は
あ
く
。
②
医
師
や
助
産
婦
の
判
定
を

う
け
な
い
で
妊
娠
届
を
提
出
し
た
妊
婦

に
対
し
て
、
医
師
、
ま
た
は
助
産
婦
に

よ
る
診
療
を
う
け
る
よ
う
に
勧
め
る
。

③
町
で
実
施
す
る
妊
産
婦
、
乳
幼
児
の

保
健
指
導
や
健
康
診
査
を
う
け
る
よ
う

に
勧
め
る
。
④
母
子
栄
養
食
品
の
支
給

対
象
世
帯
に
、
そ
の
申
請
手
続
き
を
勧

め
る
。
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
こ
の
推
進
員
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ

っ
た
の
は
次
の
か
た
が
た
で
、
依
頼
期

間
は
四
十
五
年
三
月
ま
で
で
す
。

　
＊
田
中
ス
ミ
（
発
電
所
通
り
）
　
＊

高
橋
ス
ミ
（
田
中
町
）
　
＊
小
海
ふ
さ

（
寺
尾
）
　
＊
数
藤
タ
ツ
（
沖
立
）

＊
高
橋
美
枝
（
伊
友
）
　
＊
高
橋
さ
ち

（
坪
山
）
　
＊
富
井
タ
キ
（
上
野
）

＊
清
水
リ
イ
（
下
平
新
田
）
　
＊
小
海

敏
江
（
小
根
岸
）
　
＊
内
山
ナ
カ
（
新

町
新
田
〉
　
＊
押
木
タ
ケ
ノ
（
元
町
）

＊
田
口
ト
ウ
（
木
落
V
　
＊
大
久
保
ミ

ホ
（
野
口
）
　
＊
大
平
き
み
（
原
田
）

＊
水
落
菊
江
（
仁
田
）
　
＊
丸
山
美
代

喜
（
下
原
〉
　
木
金
子
ヒ
サ
（
岩
瀬
）

＊
金
子
利
（
同
）
　
＊
茂
野
チ
ト
セ

（
藤
沢
）
　
＊
南
雲
春
江
（
中
仙
田
）

＊
押
木
立
能
（
同
）
　
＊
藤
田
タ
ヨ

（
田
戸
〉
　
＊
半
田
利
登
（
室
島
）

＊
高
橋
ミ
ネ
（
高
倉
）
　
＊
桐
生
千
代
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窓
撚

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

σb　
新
郎
　
相
馬
　
紀
義
　
木
　
落

　
新
婦
　
滋
野
　
克
子
　
野
　
口
か
ら

σb　
新
郎
　
中
村
－
健
二
　
坪
　
山

　
新
婦
　
村
上
　
幸
江
　
青
森
県
か
ら

⑳　
新
郎
　
藤
巻
　
建
一
　
発
電
所
通

　
新
婦
　
村
山
　
和
美
　
十
日
町
か
ら

⑳　
新
郎
　
上
村
　
力
夫
　
下
平
新
田

　
新
婦
　
牧
野
　
芳
江
　
静
岡
県
か
ら

⑳　
新
郎
齋
木
　
武
明
　
高
　
倉

　
新
婦
　
名
地
　
勝
代
　
津
南
町
か
ら

⑳　
　
　
　
　
　
　
　
誠
四
＋
歩

　
新
郎
本
山

　
新
婦
　
高
野
　
春
江
　
佐
渡
郡
か
ら

⑳　
新
郎
高
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
進
坪
山

　
新
婦
　
和
田
ト
シ
子
　
仁
　
田
か
ら

⑳　
新
郎
　
小
幡
・
俊
彦
　
仁
　
田

　
新
婦
　
藤
田
　
セ
ツ
　
西
蒲
原
か
ら
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中
島
徳
榮

秦
野
ト
ヨ

村
越
家
和

田
中
チ
イ
子

岡
島
祐
治

中
條
ち
づ
子

茂
野
國
正

茂
野
恵
美
子

中

條
政
義

吉
楽
由
美
子

石戸南高中星
崎田雲橋河名

武
夫

仁野仁上
野田

か
ら

口田
か
ら

大
白
倉

赤
谷
か
ら

中
屋
敷

中
屋
敷
か
ら

大
倉

中
里
村
か
ら

伊
友

一
美
神
奈
川
県
か
ら

悦修直行
子平枝雄

室
島

長
野
県
か
ら

仁
田

茨
城
県
か
ら

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

丸高井星村
山橋口名越

玲修雅　嘉
子次浩力貴

重政一義嘉
信敏夫則・一

根高仁沖野

深倉田立口

須
藤
　
雅
子
　
博
英
　
二
女

平
野
み
ゆ
き
　
啓
介
　
長
女

根
津
　
信
子
　
榮
吉
　
長
女

“
小
川
玲
子
　
湯
助
　
二
女

和
久
井
幸
江
　
音
作
　
長
女

増
田
　
勝
博
史
長
男

相
崎
由
美
子
　
貞
雄
　
三
女

山
口
　
晃
要
　
長
男

昇
天
i
ご
め
い
福
を
祈
る

佐
藤
三
次

清
水
正
男

高
木
菊
太
郎

高南片山佐登清高平中
橋雲桐田藤坂水橋野島

芳政マ寅ヤノ文真繁雄
松治サ吉イワ平治義七

上上寺仁

野野尾田

中
島
町

仁藤岩上田

田沢瀬野中

小
白
倉

四
郎
兼

赤
谷

　
（
大
白
倉
）
　
　
　
以
上
二
十
五
人
。

、
ー
ー
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昭
翻
藝
要
。
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運
転
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向
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れ
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よ
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距
離
｝
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よ
い
速
度

（
歩
行
者
向
け
）

親
が
ま
ず
手
本
を
示
そ
う

　
正
し
い
横
断

（
こ
ど
も
向
け
）

み
ん
な
で
歩
い
て
い
る
と
き
も

　
一
人
一
人
が
よ
く
ち
ゆ
う
い

（
一
般
向
け
）

世
界
の
願
い

　
　
交
通
安
全

蝿
・
趨
離
風
選
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ヂ
ー
ー
ー
ー
し

　
　
　
　
小
わ
に
レ

　
　
　
　
　
在
和
歌
山
　
金
子
洋
石

○
書
初
や
百
姓
に
生
く
貧
し
き
掌

除
夜
の
鐘
心
豊
か
に
聞
き
す
ま
す

　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

○
雪
囲
し
て
庭
先
の
広
く
見
ゆ

薄
れ
日
を
背
中
に
受
け
て
布
団
干
す

暖
冬
の
町
ど
ん
よ
り
と
埃
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
上
野
富
井
貞
生

山
茶
花
の
咲
き
あ
り
囲
し
て
あ
り
し
．

大
枝
を
引
き
絞
り
つ
つ
雪
囲
い

湯
壷
ま
で
山
霧
濃
ゆ
き
石
の
段

山
の
湯
に
売
店
あ
り
し
な
め
こ
売
る

　
　
　
　
発
電
所
通
り
小
川
越
人

雪
山
を
即
ち
恵
方
合
掌
す

雪
下
ろ
し
こ
と
し
の
仕
事
始
め
な
る

屋
根
の
雪
お
ろ
す
木
す
き
を
買
初




